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六甲山観光株式会社
取締役経営管理部長兼運輸部長兼観光
事業部部長
上田　準(ウエダ　ジュン)

本プロジェクトの目的は、六甲山フィールドアスレチック「GREENIA」を題材に、ア
ウトドアスポーツ施設の経営やスポーツツーリズムの企画を学び、実際に企業に
対する提案を行うことであった。ゲスト講義ならびに現場での実習を通じて実践
的な学びを得ると共に、グループにおいて自分たちのオリジナルプランを考え提
案することにより、新たな気づきや学生ならではのアイデアを創出することが狙い
である。

　活動の成果として、六甲山観光との社会共創は初めての取組であったことか
ら、先方との新たな関係構築に繋がった。また、本演習のこれまでの実習先は、
スポーツイベントが中心であったため、六甲山という神戸の自然資源を活かした
アウトドアスポーツ施設とのコラボレーションを通じて、六甲山観光ないしは神戸
に対し微量ながら貢献することができた。
　学生にとって、現場実習や企業に対する提案を行うことは、大変貴重な経験で
あることから、主体性やプレゼン力、行動力等、様々な能力が本プロジェクトを通
し身についたと思われる。

人間社会学部
人間健康学科
准教授
山口　志郎(ヤマグチ　シロウ)

<専門・担当科目等>
専門：スポーツマネジメント、イベントマ
ネジメント
担当科目：健康サービス企画運営演習

　本演習を履修している学生が集客方法の提案を行うため、3グループに分か
れ、授業内でのグループワークや実習時の活動を行った。実習後は現場で得た
課題を基に、グループごとにKJ法によるブレインストーミングの実施や六甲山観
光への提言に向けたパワーポイントの作成を行った。担当教員は、六甲山観光と
の調整、授業内での指導、ならびに視察時の事故や怪我の確認等、細心の注
意を払い参与観察を行った。六甲山観光の上田様は、ゲスト講義、実習時のア
テンド、及びグループプレゼンテーションの際の審査と多岐にわたる役割を担っ
た。

　本企画は、2021年4月3日（土）に六甲山に新たにオープンした六甲山フィールドアスレチック「GREENIA」において、若
者をどのように集客するかを提案するプロジェクトである。5月12日（水）に六甲山観光株式会社上田準様より対面でのゲ
スト講義が行われ、5月22日（土）に「GREENIA」にて実習を行った。ゲスト講義ならびに現場実習で得た課題を基に、グ
ループごとに企画の立案を行い、7月14日（水）に上田様に対しグループでのプレゼンテーションを行った。
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　六甲山フィールドアスレチック「GREENIA」は、2021年4月3日（土）にオープンした施設である。このことから、出来て間も
ない商業施設であること、またコロナ禍での制約がある点から集客面で課題がある。また、YouTuberのフィシャーズとのコ
ラボレーションにより、SNS等で話題になっているが、そうした話題性は一過性の可能性もあることから、持続的に若者を
呼び込む施策を立てることが必要である。そのため、大学生の視点から、六甲山観光に対し集客方法を提案することによ
り、新たな価値創造に繋がると考える。


